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事
業
者
住
民
反
対
受
け
提
示

京
都
市
下
京
区
の
元
植
柳
小
跡
地
で
の
ホ
テ
ル
開
発
で
、
指
定
避
難
所
と
な

っ
て
い
る
体
育

館
を
地
下
に
再
整
備
す
る
計
画
を
巡
り
、
事
業
者
の
安
田
不
動
産

（東
一８

が
地
下
化
を
撤
回

す
る
案
を
地
域
住
民
に
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
地
下
化
に
対
す
る
住
民
の
反
対
や
懸

念
の
声
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
ホ
テ
ル
隣
接
の
地
上
に
屋
内
運
動
場
を
建
設
す
る
方
向
で
調
整

を
進
め
る
と
み
ら
れ
る
。

暮量懺≒
地
下
体
育
館
建
設
を
撤
回
す

る
案
は
、
地
域
住
民
、
市
、
安

田
不
動
産
に
よ
る
３
者
協
議
会

の
１
日
夜
の
会
合
で
同
社
が
説

明
し
た
。
修
正
案
に
よ
る
と
、

ホ
テ
ル
の
真
横
に
新
設
す
る
と

い
う
屋
内
運
動
場
は
床
面
積
４

５
０
平
方
眉
で
、
水
害
時
の
浸

水
を
避
け
る
た
め
に
２
階
建
て

の
２
階
部
分
に
造
り
、
１
階
は

倉
庫
や
機
械
設
備
に
充
て
る
。

安
田
不
動
産
は
京
都
新
聞
社

の
取
材
に
対
し
て

「地
域
の
方

々
の
要
望
を
聞
き
、
再
検
討
し

た
結
果
の
提
案
」

（担
当
琶

と
し
て
い
る
。

９
年
前
に
閉
校
し
た
同
小
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
３
事

業
者
が
提
案
し
た
計
画
案
を
市

の
選
定
委
員
会
が
非
公
開
で
審

議
。
タ
イ
の
高
級
ホ
テ
ル
誘
致

を
掲
げ
た
安
田
不
動
産
を
今
年

２
月
、
契
約
候
補
事
業
者
に
選

・
一一
・

・
．
　

・

ホテル化計画のある元植柳小 (奥)。 手前の
公園地下に避難所の体育館を新設する計画
だったが、事業者から修正案が示された

(京都市下京区)

ん
だ
。

同
社
の
提
案
に
は
、
指
定
避

難
所
の
校
舎
体
育
館
を
近
く
の

公
園
地
下
に
再
整
備
す
る
内
容

が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
住
民

の
中
か
ら

「地
下
で
は
災
害
時

に
周
り
の
状
況
が
分
か
ら
な

い
」

「停
電
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
止
ま

っ
た
ら
高
齢
者
や
障
害

者
の
移
動
は
ど
う
す
る
の
か
」

と
い

っ
た
不
安
や
反
発
の
声
が

出
て
い
た
。

市
は
地
下
体
育
館
の
建
設
を

一則
提
に
、
水
害
時
と
地
震
時
の

災
害
別
に
ホ
テ
ル
と
地
下
体
育

館
を
使
い
分
け
る
避
難
手
順
を

住
民
に
説
明
し
て
き
た
。
地
下

体
育
館
が
撤
回
さ
れ
れ
ば
、
市

の
想
定
し
て
い
た
避
難
手
順
を

変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

計
画
に
反
対
し
て
い
る
住
民

グ
ル
ー
プ

「植
柳
校
跡
地
問
題

を
考
え
る
〈
ご

の
大
屋
峻
代
表

は

「地
下
体
育
館
の
撤
回
は
当

然
だ
」
と
し
た
上
で
、

「事
業

者
と
市
の
対
応
は
あ
ま
り
に
お

粗
末
だ
。も
し
撤
回
さ
れ
れ
ば
、

地
下
体
育
館
を
含
む
提
案
を
選

ん
だ
選
定
委
員
会
の
議
論
の
前

提
も
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

広
く
住
民
に
公
開
の
場
で
選
定

を
や
り
直
す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

修
正
案
を
住
民
側
が
受
け
入

れ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
３
者

協
議
会

の
場
で
決
め
る
と
い

う
。
　

　

　

　

（北
川
裕
じ


